
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県内の信号機のない横断歩道における一時停止率の向上を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目指す「Challenge2025」プロジェクト。プロジェクトを主催する
                                                                                              （株）ムジコ・クリエイトでは、プロジェクトの発足のきっかけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となった全国調査（信号機のない横断歩道における車の一時停止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 率 / 一般社団法人日本自動車連盟（以下 JAF）調査）を参考に、
                                                                                               2023 年 6月、県内 3市の「信号機のない横断歩道での歩行者横断
                                                                                               時における車の一時停止率」の独自調査を実施しました。調査方
法は JAF の公開内容に準じ、調査時の交通量目安やカウント方法は統一の基準を用いています。
　調査の結果、各市の一時停止率は青森市 35.2%、八戸市 40.0%、弘前市 57.4%でした。なお、歩行者が手上げ時
の一時停止率はそれぞれ 56.3%、61.4%、70.7%となりました。
　調査を始めた 2019 年 12 月と比較すると、運転手がだいぶ手前からスピードを落としてくれる・譲る合図を出してく
れるなどの改善点が見られました。逆に一時停止しない（できない）車は速度が早い・車間距離が狭いなどの特徴が見ら
れました。
　この調査結果を踏まえ、Challenge2025 プロジェクトでは歩行者に優しいドライバーの増加を目指し、取り組みを
継続して参ります。
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私達は Challenge2025 を通じて、青森県のドライバーや歩行者等がお互いに思いやりを持ち、
明るく気持ちの良いコミュニケーションを取り合う事により本当に安全な交通社会を作っていく事が
できると考えてプロジェクトをスタートしました。
より多くの団体や企業様にご賛同頂き、団体や企業ドライバー、職業ドライバーから思いやり行動の
取れる運転者が増え、「横断歩道で止まる」「譲り合う」事が当たり前の交通社会にしていきたいです。
そして、青森国スポが開催される 2026 年には日本一横断歩道で止まり、思いやり行動の
取れるドライバーを増やして、来青した方々をおもてなししていきたいと考えています。
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